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Before ⇔ After 

製品の詳細は裏面をチェック！ 

作業実績をしっかり管理して、トレーサビリティ強化 

計量した数値を表示器に大きく表示しています。しかし、計量結果の取得は手作業で行うため、 
誤記や誤入力が発生します。 

SP5000と上位側データベースをつないで、計量結果をリアルタイムに取得。誤記や誤入力の発生を 
削減できます。さらに、材料を投入する順番や、適量かどうかの確認もできるので、作業ミスを防げます。 
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SP5000シリーズとは 

ラインアップ “モジュール構造で組み合わせが自由” 

《プレミアムディスプレイ》 

15型XGA 12型XGA  10型SVGA 12型WXGA  10型WXGA 

《アドバンストディスプレイ》 

《オープンボックス》 《パワーボックス》 

マルチタッチ、オートスケール、輝度センサー、前面USBなど独自機能充実 16:9ワイドサイズで広い表示画面 

専用機でWindowsアプリが使える 高速表示 高速処理を追及  

7型WVGA 

NVRAM 320KB 
RS-232C/422/485×2 
LAN×2、USB A×3・mini B×1 
SD×1、CFast×2、DVI-D×1 

NVRAM 320KB 
RS-232C/422/485×2 
LAN×2、USB A×2・mini B×1 
SD×2 

SP5000 

電子秤 

上位パソコンと周辺機器を連動 
 豊富なドライバーで電子秤やバーコードリーダーと接続。 
 上位パソコンのアプリケーションと連動して、 
 計量結果のデータを取得することができます。 

USB 

シリアル/Ethernet 

Ethernet 

バーコードリーダー 

ソフトウェアの設定だけでデータを取得 
 作業実績や操作ログなどのデータ取得は、 
 Pro-Server EXで設定するだけです。 

上位パソコン 

バーコードで判別して、作業を効率化 
 バーコードを利用して作業指示や作業者情報を 
 認識できます。  
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新たなコンセプトで情報を最適に表示するオンリーワン・インターフェイス “Smart Portal” です。 


